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北極から南極へ気候変動が伝わる 2 つの経路 

～南極アイスコアのデータから立証～ 

最終氷期にグリーンランドで起こった急激な気候変動が、「大気」による迅速な影響と、「海洋」によ

るはるかにゆっくりとした影響の 2 つの経路によって、南極大陸へ伝搬していたことが初めて実証さ
れました。オレゴン州立大学、国立極地研究所、琉球大学などの国際共同研究チームがグリーンラ

ンドと南極で掘削された氷のデータから明らかにしました。この成果は科学雑誌「Nature」11 月 29
日号に掲載されます。 

現在のような間氷期には、大西洋の海流が熱帯から北大西洋に暖かい水を運ぶため、グリーンラ

ンドやヨーロッパは高緯度の割には温暖になります。一方、氷期にはこの海流が非常に弱くなり、グ

リーンランドは寒冷な状態になります。しかし、直近の氷期である最終氷期（11 万年前～1 万年前）
には、突然、海洋の循環が強くなり、グリーンランドが数十年に約 10℃という急激なペースで温暖化、
その後寒冷化することがありました。最終氷期におけるこの激しい気温の上下変動は、ダンスガード・

オシュガーイベント（以下、DO イベント）と呼ばれ、25回確認されています。 

DO イベントでグリーンランドが温暖化すれば、地球の反対側にある南極の気候にも影響を与える

はずです。気候モデルを使ったこれまでの研究で、大気と海洋の 2つの経路によって南極に影響が
伝搬していることが予測されていました。大気の影響は迅速で、南極の周りに吹いている偏西風が

低緯度側に移動し、南極の一部では温暖化を、他の地域では寒冷化を引き起こしたと考えられてい

ました。また、海洋による影響は大気の変化よりはずっと遅く、200 年かけて南極大陸の全体で寒冷
化を引き起こしたと考えられていました。しかし、これを裏付ける気温や大気循環のデータは、十分

には得られていませんでした。 

南極とグリーンランドでは、過去数万年から数十万年の間に降った雪が自重で固まり氷になって

います。この氷を掘削して取り出した円柱状の氷はアイスコアと呼ばれ、雪が降った当時の環境を読

み解くことができます。今回、研究チームは、日本のドームふじ基地を含む南極大陸の 5つの異なる
場所から掘削されたアイスコアを使って、最終氷期における南極の空間的・時間的な気候変化を解

析しました。具体的には、火山噴出物の層を指標にして 5 つのアイスコアの深さと年代を対応させ、
DO イベント時の南極大陸上の気温分布とその変化のデータを得ることに成功しました。さらに、グ

リーンランドのアイスコアとも年代を対応させて両極の詳細な解析を行いました。気温と大気循環の



 
 

変化はアイスコアの水分子の同位体比から明らかにしました。その結果、DO イベントの影響が大気

と海洋の 2つの経路によって北半球から南半球に伝わっていたことが実証されました。 

研究チームのクリスト・ビザート氏（Christo Buizert、オレゴン州立大学）は、「北大西洋は 2 つの
異なる時間スケールで南極にメッセージを送っていたのです。大気の経路はすぐに到着する携帯電

話のメッセージのようなもので、海洋の経路は配達に時間がかかる郵便はがきのようなものです」と

語っています。また、この結果は、長らく謎とされてきたグリーンランドと南極の気候変動のタイミング

がずれている理由の説明にもなっています。 

地球の気候変動メカニズムには未解明の部分が多くあります。本研究のように、DO イベントに代

表される過去の急激な気候変動がどのように地球全体に影響したかを明らかにすることは、気候シス

テムの理解に役立つと期待されます。 
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